
士別市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

・デマンド化による一定のコスト削減を図るなかで、持続可能な運行体
制を確立する。
・地域内を広範囲にカバーし、フットワークのよい運行体制を確立する。
・スムーズな予約受付け体制やホスピタリティの向上など、利用促進の
ための環境づくりを進める。
・通学での固定化した利用者のみならず、通院や買い物等での高齢者
の利用促進を図る。
・武徳小学校の閉校に伴う通学利用の増加に対応するとともに、安全で
快適な運行をめざす。

[目標値] 運行サービス向上による利用促進 4.6人/便
高齢者の利用促進 40人/月

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

平成29年３月28日 H28年度第２回協議会
・利用促進事業について
・路線バスの運行について ほか

平成29年６月28日 H29年度第１回協議会
・地域内フィーダー系統確保維持計画について
・平成29年度事業計画について ほか

平成29年９月29日 H29年度第２回協議会
・路線バスの時刻変更について
・ＵＤタクシーについて ほか

平成29年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

・農村地域を運行する路線では、急速な少子高齢化や過疎化の進展に
より利用者が大幅に減少するなかで、効率的で利便性が高く、持続可
能な公共交通となるよう運行体制の見直しが求められている。

・特に武徳地域は、利便性向上と効率化の両立を図るなかで、予約状
況に応じた臨機応変で広範囲をカバーした運行をすることにより、新た
な利用者の拡大を図る必要がある。

武徳線（士別駅-武徳12号間）をデマンド運行

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（士別駅）
・道北バス（株）（市内１路線）
・士別軌道(株)（市内12路線）
・スクールバス（４路線）



平成29年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・デマンド運行により、一定のコスト削減を図る。
・電話予約に応じて、地域内を広範囲にカバーする。
・デマンド化した温根別北線と車両を交換し、武徳小閉校に伴う通学利用に対応する。
・士別小学校周辺の運行経路を見直し、１ヵ所にバス停を集約することで交通安全に配慮

【系統名・運行ルート図】

２

２）運行系統

起点 士別駅

終点
武徳１２号

士別小学校士別小学校

のぼり くだり



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
Ｈ28 99 103 105 54 118 92 98 100 101 93 54 94
H29 93 113 82 73 125 103 120 121 120 120 55 104
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
Ｈ28 443 449 444 253 510 395 303 309 371 275 207 385
H29 315 429 384 279 456 365 331 427 444 331 234 462

0

100

200

300

400

500

600

人

輸送人員



６）目標・効果達成状況

・乗車人数は、目標4.6人/便に対し、4.2人/便であった。

・高齢者の利用は、目標40人/月に対し、45人/月であった。

⇒利用が想定を下回ったことにより、目標に到達しなかっ
た。

⇒前年と比較すると、乗車人数、高齢者の利用の両面で微
増しており、今後もサービス向上などに努めたい。

４

７）事業の今後の改善点

概ね計画通りの事業実施がなされ、目標達成に近い運行
体制を構築しつつある。

利用減少の要因については、運行事業者への聞き取りか
ら、①利用者の転居・死亡等、②登校時の利用減があると
のこと。

また、平成29年11月には利用者や地域の住民への聞き取
りを実施し、利用頻度が低い最終便を廃止した。

今後も地域からの意見等を収取しつつ、利便性が高く効率
的な運行を目指して検討を進めていきたい。

（平成30年度分と併せて評価）

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


